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★「ますほ里山暮らしを学ぶ会」の木材が「第 8 回低炭素杯」のトロフィーに使われます！イベント詳細は 4ページをご覧ください
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11月16日（木）、甲府市の防災新館を会場に、『より効果的に温暖化防止対策を伝えるためのノウハウ習得』を目的とした、

ワークショップ（参加型）形式のセミナーが開催されました。参加者は、推進員や行政担当、市民活動家をあわせて約 30 名

ほどが集まりました。講師は、一般社団法人 地球温暖化防止全国ネットより、井原妙さんをお迎えし、井原さんが開発され

た教材（＝ツール）を活用しながらの体験会からスタートしました。

まずはじめに、グループごとに席について、自己紹介タイム。参加型プログラムの準備運動として、クイズ『暖冷たべものゲ

ーム』に挑戦、身体を温める食べものと冷やす食べものについて考えました。冬や夏の気候に合わせて食べもので体温調

節することで暖房器具に頼らない生活を！という投げかけに、皆さんうなづいていました。

続いて、『○○ＢＯＸ』というツール。イラストやキーワードが書いてあるたくさんの箱を使って、“生態系ピラミッド作り”を体験

しました。さらにその後は参加者全員で“生活エネルギーがどのように家庭に届くか”をテーマに皆で考えながらＢＯＸを積み

上げていきました。正解がひとつではなく多様な考えがやりとりされる様子もおもしろかったです。指導法の留意点は、現代

の子ども達はインターネット検索をすれば何でもわかったような気になってしまう時代なので、こういった体験を通して皆で議

論すること、自分の考えをまとめて述べる場をもつこと、他者の違う意見にもふれながら自分達なりの答えを導き出すことの

重要性を理解しました。そして、まさにそれが、温暖化解決の方法を見出すために重要なプロセスであることも確認しました。

午後は、自分たちの活動の中で、どのように「参加型」の場面を効果的に活用できるのかを考えながら、30 分ほどのプロ

グラムをイメージしながら、シートに記入をしてみました。グループ内での発表の後、素晴らしいプログラムに投票をしあって、

全体の前でのお披露目会となりました。今回選ばれた４つのプログラムは「ソーラークッカーでポップコーンを作って食べよ

う！」「自給自足をめざして！太陽で干し芋作り」「ＬＣＡ＝ライフサイクルアセスメントの視点を持って物を選ぼう」「森で遊ん

で拾った木の枝でピザを焼こう」が紹介されました。どのプログラムも、参加者が意欲的に参加できるような楽しい場面や、

参加者が自ら考えられるような問いかけの場面、参加者自身の身近な事柄との関連付けなど、伝える工夫が凝らせれてい

る内容となっていました。

最後のふりかえりでは、次の研修会では、実際にツールを皆で作って、お土産に持ち帰れるような内容を期待している！と

言う声や、絵が描ける方や物づくりの得意な方が推進員同士でいらっしゃるので、もっとつながりあって課題解決につなげた

い、というコメントも出されていました。

★今回、紹介されたツールはＪＣＣＣＡが貸出しています（貸出無料・送料必要）。興味のある方は、山梨県地球温暖化防止

活動推進センターまでご連絡ください。インタネットをご覧になれる方は、「ＪＣＣＣＡ・貸出ツール」で検索してください





◆ゆるくつながり、地域で食もエネルギーもお金もまわす！～トランジション藤野から学ぶ～研修会

トランジションタウンとは持続可能でみんなが笑顔でいられるような社会を創るために、身の丈にあった暮らし、つながりの

感じられる生き方を実践しながら、食、エネルギー、お金や仕事を地元で循環させてを地元で循環させて、「自給」を目指す

新しい形の市民 を目指す新しい形の市民運動です。少ないエネルギーで心豊かに暮らすヒントがそこはありそう。小山さん

の話を聞いて、鈴木先生から「エネルギー」の話を聞いて、「循環型社会」の視点を教わり、暮らしを豊かにするヒント探して

みませんか？

・日時／2018 年 1 月 31 日（水）13:30～16:00 ・会場／山梨県立図書館 多目的ホール

・ゲスト／小山宮佳江さん（トランジション藤野 ）、鈴木嘉彦さん（山梨大学 名誉教授）

・共催／やまなしエコネットワーク ・主催／山梨県地球温暖化防止活動推進センター

・対象者／広く一般の方 ・参加費／無料

●お申込み・お問合せ 山梨県地球温暖化防止活動推進センター（公益財団法人キープ協会）

〒407-0311 山梨県北杜市高根町清里 3545 TEL 0551-48-3011

メール： eco@keep.or.jp URL:http://www.keep.or.jp/yccca/

◆ 第８回 低炭素杯２０１８

★受賞者へプレゼントされるトロフィーの一部には「ますほ里山暮らしを学ぶ会」の木材が使われます！

「低炭素杯」は、全国の市民・企業・学校・自治体などの多様な主体が取り組む、地域や団体の特性に応じた個性的な温暖

化防止の活動を、市民や他の活動団体に発表することにより、取組のノウハウや情報を互いに共有し、さらなる活動に向け

て連携や意欲を創出する「場」となることを目指し、平成22年度から開催しています。8回目を迎える「低炭素杯2018」では、

「市民部門」「企業部門」「学生部門(高校生以上の取組)」に加えて、中学生以下の取組は「ジュニア・キッズ部門」として、新

設することといたしました。

・日時／2018 年 2 月 15 日(木) 9:30～17:00(予定) ・会場／日経ホール(東京都千代田区大手町)

・主催／低炭素杯実行委員会委員長：小宮山 宏 （三菱総合研究所 理事長）

●事務局／地球温暖化防止全国ネット 〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 1-12-3 第一アマイビル 4階

TEL：03-6273-7785 FAX：03-5280-8100

◆ 地球温暖化防止コミュニケーターセミナーのご案内

地球温暖化防止コミュニケーターとは、地球温暖化に関する情報を人から人に直接伝える‘伝え手’です。「世界の平均気

温を産業革命以前から 2℃未満に抑える」という国際的な目標を達成するために、気候変動問題への国民の理解と積極

的な取組が喫緊の課題であることをあらゆる層の人々に伝え、ひいては民生部門における CO2 の排出削減につなげるこ

とが期待されています。地球温暖化防止活動推進員や気象予報士、企業の CSR ・営業担当者、自治体職員、教員、学生

など、全国で約 2,000 名（2016 年度末時点）の方が活躍しています。今後の近隣での養成セミナーのご案内です。

＊2017 年 12 月 23 日(土)10 時 30 分～16 時 30 分 新潟薬科大学会場

＊2018 年 2 月平日 10 時 30 分～15 時 50 分 東京理科大学 会場

＊2018 年 1 月 30 日(火)13 時 00 分～17 時 00 分 名古屋商工会議所

●お問合せ 地球温暖化防止コミュニケーター事務局 communicator@ondankataisaku.env.go.jp

発行； 『山梨県地球温暖化防止活動推進センター』 公益財団法人キープ協会

〒407-0301 山梨県北杜市高根町清里3545 TEL／0551-48-8011 FAX／0551-48-3577

Mail; eco@keep.or.jp URL;http://www.keep.or.jp/yccca/
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